
プラスチック類の資源循環利用の現状
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プラスチックの生誕と国内生産量の推移

グラフ出典： 日本プラスチック工業連盟 “こんにちは、プラスチック”

急激な増加

廃プラスチックの
社会問題化 当協会の前身発足

（1971）

1869年、アメリカのハイアット兄弟がセルロイドを開発

1907年にベークランド博士がフェノール樹脂を米国で
開発（商品名：ベークライト）。

当時、留学中の高峰譲吉博士がライセンスを取得し、
1911年、三共(株）品川工場で試作、1914年生産。
これが日本のプラスチックの始まり。

1935年、米国デュポン社のカローザス博士がポリアミ
ドを開発（商品名：ナイロン、世界初の合成繊維）。
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この数年間は
約1,100万トン
で推移

2000年、白川英樹がノーベル化学賞を受賞
（導電性高分子の発見と開発）



（出典： プラスチック循環利用協会「プラスチックリサイクルの基礎知識2020」）
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（出典： プラスチック循環利用協会「プラスチックリサイクルの基礎知識2020」）

熱可塑性樹脂：加熱すると軟化し、別の形に変形する樹脂
熱硬化性樹脂：加熱すると重合し、不溶不融の状態に硬化する樹脂
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マテリアルリサイクル
（材料リサイクル） ：

廃プラを溶融などして、も
う一度原料として使う方法

ケミカルリサイクル :

廃プラを原料やモノ
マーに戻してまたプ
ラスチックにしたり、
油に戻したり、ガス
にして化学原料にし
たり、鉄をつくるとき
の還元剤などとして
利用する方法

サーマルリサイクル
（エネルギー回収） ：

廃プラをガスや油、
固形燃料に変えた
り、燃やした時の熱
を発電や蒸気として
利用する方法

（出典（表）： プラスチック循環利用協会「プラスチックリサイクルの基礎知識2020」）
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（出典： プラスチック循環利用協会「プラスチックリサイクルの基礎知識2020」）

マテリアルリサイクル（産業系廃棄物の用途例）
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参考：平成27年度3R推進功労者等表彰経済産業
大臣賞受賞

電線被覆材等を活用した大型・高強度再生プラスチッ
ク製品の製造によるプラスチックの循環
（第一パイプ工業株式会社）

再生プラスチック製品詳細（２）

鉄道標識

踏切盤

再生プラスチック製品詳細（１）

再生プラスチックを利用し省エネと高効率生産
を実現したイチゴ高設栽培システムの開発
（株式会社サンポリ）

参考：「第７回山口県産業技術振興奨励賞」、
第７回「ものづくり日本大賞」中国経済産業局長賞受賞



情報杭（ＲＦＩＤタグ内蔵）
残したい記憶と残すべき記録を「杭」に封じ込める

情報発信杭（センサ搭載）

再生プラスチック製品詳細（３）
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参考：「第６回ものづくり日本大賞」中国経済産業局長賞受賞
平成30年度3R推進功労者等表彰経済産業大臣賞受賞

プラスチックリサイクルとＩＴ技術の融合による新たな挑戦
（株式会社リプロ）



再生プラスチック製品詳細（４）
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廃プラスチックを品質に応じて改質する独自のリサイクルコンパウンド技術を開発し、再利用が可
能な廃プラスチックの範囲の拡大と生産したペレットの高品質化を実現（いその株式会社）

参考：2012年愛知環境賞「優秀賞」受賞
いそのホームページ



大型再生プラスチック製品「雨水貯留浸透システムハイドロスタッフ」
（城東リプロン株式会社）

再生プラスチック製品詳細（５）

12参考：平成28年度3R推進功労者等表彰経済産業大臣賞受賞

（１）業界の先駆けとして１００％再生プラスチック製品を導入
（２）市場開拓により、新たな需要を喚起



マテリアルリサイクル（PETボトル）
PETボトルリサイクルの流れ

出典：PETボトルリサイクル推進協議会年次報告書2020年度版
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14出典：PETボトルリサイクル推進協議会年次報告書2020年度版から作成



PETボトルの国内外での再資源化の推移

出典：PETボトルリサイクル推進協議会年次報告書2020年度版
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・用途によって使われるPET樹脂の分子量(IV=intrinsic viscosity)は異なり、ボトルに使われ
る場合が最も大きい。
・成形加工等で加熱溶融すると分子量は低下する。
・縮合重合（固相重合）で分子量を回復させることができ、同時に不純物も除去できる。
・工程は、

回収PETボトル → フレーク → ペレット → ボトル用樹脂
(粉砕) (溶融) (固相重合)

PETボトルの水平リサイクル ボトルからボトルへ（B to B） メカニカルリサイクルプロセス
（協栄産業株式会社）

参考： 平成24年度 循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰受賞



発泡スチロール(EPS)のリサイクル
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出典：発泡スチロール協会 JEPSA  INFORMATION 2020-2021



参考
エコAPET(R)
エコAPETはPET素材の透明容器およびPETボトルを回収
し、リサイクルした原料から再生した環境対応製品

エコトレー(R)
エコトレー(R)は一度使用済みトレーを回収し、
リサイクルした原料から再生した環境対応製品

一般社団法人日本プラスチック食品容器工業会
http://www.japfca.jp/earth/recycle_example.html

プラスチック食品容器（トレー）の生産からリサイクルまで

エフピコ
https://www.fpco.jp/esg/environmenteffort/ecoaction50/sales.html

平成 18 年度容器包装3R 推進環境大臣賞
「平成27年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰」

http://www.japfca.jp/earth/recycle_example.html
https://www.fpco.jp/esg/environmenteffort/ecoaction50/sales.html


DMT法：帝人社が開発、2003年に帝人ファイバー社が設備稼働開始するも廃PETボトル入手困難となり撤退
BHET法：アイエス社が開発、2004年にペットリバース社で設備稼働開始、その後、東洋製罐グループのペットリファインテクノロジー社に
引き継がれ、現在、日本環境設計社が継承

19（出典： プラスチック循環利用協会「プラスチックリサイクルの基礎知識2020」）

ケミカルリサイクル（原料・モノマー化）



（還元剤として使用）

20（出典： プラスチック循環利用協会「プラスチックリサイクルの基礎知識2020」）

ケミカルリサイクル（製鉄所で使う）



21（出典： プラスチック循環利用協会「プラスチックリサイクルの基礎知識2020」）

ケミカルリサイクル（ガス化）

（600℃） （1400℃）



・プラスチックをほぼ全量、再商品化

・再商品化製品の品質・物性が通常品と同等

・製品として市場に供給する再生利用

・製造プロセスとして初めてエコマーク認定

ガス化（アンモニア製造）の特長

アンモニアを利用した製品

炭酸ガスを利用した製品

肥料、医薬等アクリル繊維 ナイロン繊維 NOＸを無害化する

脱硝用薬剤

炭酸飲料

水素を活用した新たな取り組み

（低炭素水素の地域循環型モデル実証事業）

ドライアイス
出典：昭和電工株式会社

6/1に開業した川崎の
ホテルに供給開始
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ケミカルリサイクル（ガス化の具体例）



プラスチックは石炭や石油と変わらない発熱量
23（出典： プラスチック循環利用協会「プラスチックリサイクルの基礎知識2020」）

サーマルリサイクル
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⇒

発電のしくみ

（出典： プラスチック循環利用協会「プラスチックリサイクルの基礎知識2020」）
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サーマルリサイクル（一般廃棄物ごみ発電）

総発電能力（MW)、 総発電電力量（括弧内 GWｈ）の推移

(7,747) (7,966) (7,958) (8,175) (8,762) (9,207) (9,553)

(6,935) (6,876) (7,210)
(7,487)

、
総
発
電
電
力
量
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出典：環境省「一般廃棄物の排出及び処理状況等」
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出典：一般社団法人セメント協会 「環境にやさしいセメント産業２０１８」

サーマルリサイクル（セメント工場における廃プラの原・燃料化）

廃プラの使用量 71.8万t（2018年度） （一般社団法人セメント協会）



・RPF(Refuse Paper and Plastic Fuel)は、廃プラと主に
紙くずとを破砕後圧縮して数10mm程度の円柱状に成
形したもの

・RPFに利用される廃プラは主に産業系廃棄物由来、

複合プラスチック製造時の加工ロス、建設廃棄物等が
その対象

・RPFはハンドリングがしやすく、高カロリーの熱量が安

定して得られ、また廃プラと紙くずの比率を変えること
で熱量のコントロールも可能

サーマルリサイクル（固形燃料化 RPF）
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（２）循環型社会形成のための法制度としくみ 基本法と個別リサイクル法

出典：資源循環ハンドブック2019
法制度と3Rの動向
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容器包装リサイクル法について
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（出典： プラスチック循環利用協会「2018年 プラスチック製品の生産・廃棄・再資源化・処理処分の状況 (マテリアルフロー図)」）

（３） 有効利用率



32

廃プラ総排出量、一般系廃棄物、産業系廃棄物の分野別内訳
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マテリアルリサイクル（２０８万ｔ）の内訳と使用済品の由来分野
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３．
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LCAの概念

（１）LCA( Life Cycle Assessment：ライフサイクルアセスメント)とは

製品の資源採取から原材料製造、加工、組立、製品使用、
さらに廃棄にいたるまでの全過程(ライフサイクル）における
環境負荷を総合して、科学的、定量的、客観的に評価する手法
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・2018年のエネルギー削減貢献量は185PJで、家庭で消費される総エネルギーの304万世帯分
（家庭消費総エネルギー量の5.2%）に相当。
・CO２削減貢献量は1,593万tで、家庭から排出されるCO２の370万世帯分（家庭からのCO２総排出
量の6.0%）に相当。
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